
新居浜市ＳＤＧｓ推進プラットフォーム

2024年 11月8日

活動状況報告と意⾒交換

「資源循環型地域社会を実現する会」

＜CS分科会＞

分科会５
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【分科会の名称】

資源循環型地域社会を実現する会

＜C S 分科会＞

【提案会員】 新居浜市生涯学習センター
生涯学習センターSDGｓ未来の会

【目 的】
持続可能な地域社会を構築するために

“資源循環型社会システム“ の実現を目指す
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【分科会の活動】
1．⾷品廃棄物の削減・再生利⽤

〜社会システムの変⾰〜
①学校給⾷センターの⾷品廃棄物
②⾷品製造会社の⾷品廃棄物
③地域の事業系⾷品廃棄物

2．「もったいないクラブ」
〜⾏動変容のための草の根運動〜
①日常生活のなかのSDGｓ
②小・中学校、保育園などのSDGｓ



4



5

【活動報告１】

＜テーマ1＞ ⾷品廃棄物の削減と再生利⽤

①学校給⾷センター⾷品廃棄物の再生利⽤

堆肥化による再生利⽤を提案

⇒9月24日に新居浜市関係部署に説明
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札幌市の学校給⾷の資源循環
（札幌市ホームページより）
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【活動報告２】

＜テーマ1＞ ⾷品廃棄物の削減と再生利⽤

②⾷品製造会社の廃棄物再生利⽤

現在、新居浜高専／喜多研究室で微生物を培養中

有⽤な微生物が⾒つかれば

⇒⾷品残渣のアップサイクルに取り組む
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生成AI（Copilot)によるイラスト
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＜テーマ1＞ ⾷品廃棄物の削減と再生利⽤

③事業系⾷品廃棄物（地域）の再生利⽤

これからの取組みについて

⇒本日、幹事会との意⾒交換で
ご意⾒をいただきたいテーマ
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【活動報告３】
＜テーマ２＞「もったいないクラブ」の活動
◆日常の⾏動変容を促す

・第1回「もったいないクラブ」開催
今年2,3,5月に ９回 開催 参加者は延べ140人

・第2回「もったいないクラブ」 11月に予定
テーマ毎に3回開催 場所︓生涯学習センター

・住友化学OB会に「布ぞうり」出展＋活動PR
10月2〜7日 あかがねミュージアム 延べ430人来場

学校等でのSDGs活動（お手伝い）
エコキャップ収集︓プラスチックリサイクル＋ワクチン寄贈

回収拠点︓市内の学校、公⺠館など10カ所
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社友会に出展
エコキャップ回収箱

（神郷幼稚園）

エコキャップ回収箱
（神郷公⺠館）
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【幹事会との意⾒交換】

＜テーマ1＞ ⾷品廃棄物の削減・再生利⽤のうち

③地域の事業系⾷品廃棄物削減を

実現するための進め方について
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 地域全体の事業系⾷品廃棄物削減を推進するには

関連する事業者や⾏政の参加が必要

 そのきっかけとして、環境省が 毎年3月に公募する

「⾷品廃棄物ゼロエリア創出モデル事業」を利⽤して

事例調査や事業化の検討を始めることが出来ないか︖

 また⾏政や事業者による研究会を⽴上げて、そこで

検討する進め方は︖
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環境省 令和６年度 ⾷品廃棄ゼロエリア創出モデル事業等公募要領より抜粋
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「⾷品廃棄物のリサイクルによるゼロエリア創出」
＜バイオガス発電の事例＞

地域内の⾷品廃棄物

微生物の発酵によりメタンガス化

メタンガスによる発電

電⼒固定買取制度を利⽤（35円/Kw）

or 地域内で使⽤
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（株）東北バイオフードリサイクル
仙台市 2022年2月稼働 40㌧/日の⾷品廃棄物を処理
微生物により分解してメタンガス→発電（1,500世帯分）
年間3千㌧のCO2削減

（株）コベック
神⼾市 2024年6月稼働
60㌧/日の⾷品廃棄物を処理

（会社ホームページより）
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「資源循環型地域社会の実現」

社会システムの変⾰と個人の⾏動変容が必要

多くの皆さまのご参加・ご協⼒をお願い致します

≪ 一人の百歩 より 百人の一歩 ≫
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ご清聴ありがとうございました


